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比
較
す
る
と
、「
図
書
室
」
は
無
く
、
出
来

る
の
は
幼
児
向
け
の
「
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
だ

け
で
あ
る
。 

何
故
図
書
室
が
出
来
な
か
っ
た
か
を
市

の
担
当
者
に
尋
ね
る
と
、
財
政
的
に
無
理
が

あ
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
り
過
ぎ

る
こ
と
、
懇
話
会
等
で
も
地
元
の
強
い
要
望

が
出
な
か
っ
た
。
中
郷
プ
ラ
ザ
並
み
の
図
書

館
を
設
け
る
と
、
更
に
三
億
円
規
模
の
費
用

が
か
さ
む
と
の
こ
と
。 

 
九
月
開
館
図
書
館
な
し 

北
上
文
化
プ
ラ
ザ 

 

三
島
北
上
文
化
プ
ラ
ザ
が
い
よ
い
よ
九
月
オ
ー
プ
ン
す
る
。
北
上
地
区
で
は
、
八
乙 

女
神
社
近
く
に
あ
る
北
上
公
民
館
が
古
く
手
狭
な
た
め
、
従
来
か
ら
北
上
住
民
の
要
望 

と
し
て
、
建
て
替
え
希
望
が
出
て
い
た
。
北
上
文
化
プ
ラ
ザ
の
基
本
構
想
は
平
成
六
年 

頃
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
北
上
プ
ラ
ザ
は
当
初
構
想
で
は
、
中
郷
文
化
プ
ラ
ザ
並
み
（
一

〇
億
円
規
模
）
の
建
設
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
計
画
は
宙
に
浮
い
て
い

た
。
こ
の
計
画
に
対
し
、「
北
上
軽
視
だ
」
と
の
声
が
あ
る
。 

 
 

斉
藤
衛
沼
津
市
長
は
五
月
二 

 

四
日
、
東
部
の
合
併
構
想
に 

つ
い
て
五
市
四
町
首
長
ら
が
話
し
合
う
「
東

部
広
域
都
市
づ
く
り
研
究
会
（
会
長
、
斉
藤

衛
沼
津
市
長
）」の
次
回
会
合
を
早
期
に
開
き

た
い
意
向
を
示
し
、
東
部
で
足
並
が
そ
ろ
わ

な
い
合
併
論
議
の
推
進
に
意
欲
を
み
せ
、「
県

が
示
し
た
三
市
三
町 

（
裾
野
市
、
三
島
市
、 

沼
津
市
、
長
泉
町
、 

函
南
町
、
清
水
町
）
な
ど
の
段
階
的
合
併
を

め
ざ
す
方
向
で
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
持
論

を
述
べ
、
三
島
市
長
も
政
令
都
市
実
現
に
意

欲
を
示
し
て
い
る
。 

 

三
島
市
で
は
過
去
三
回
合
併
の
動
き
が
あ

っ
た
。
一
回
目
は
第
二
次
大
戦
後
、
第
二
回

目
は
長
泉
町
と
の
合
併
、
三
回
目
は
石
油
化

学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
問
題
の
時
期
、
第
四
回
目 

が
今
回
で
あ
る
。 

合
併
に
は
必
ず
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。合

併
と
政
治
目
的
で
あ
る
。第
二
次
大
戦
後
全

国
的
に
市
町
村
合
併
が
推
進
さ
れ
た
。そ
れ

は
新
教
育
制
度
に
よ
る
、中
学
校
の
建
設
運

営
に
必
要
な
財
政
規
模
を
も
つ
大
き
な
自

治
体
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
に
合
併
が
推 

   

進
さ
れ
た
。第
二
回
目
は
東
レ
三
島
工
場
誘

致
に
関
連
し
て
、東
レ
が
要
請
し
た
三
島
市

と
長
泉
町
の
合
併
で
あ
る
。第
三
回
目
は
石

油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
誘
致
に
先
立
ち
静

岡
県
が
主
導
し
た
三
島
・
沼
津
・
清
水
町
の

合
併
。 

今
回
、全
国
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
平
成

の
大
合
併
は
、
政
府
が
か
か
え
る
膨
大
な 

財
政
赤
字
の
対
策
と
し
て
、
地
方
交
付
金
を

削
減
す
る
た
め
、
地
方
へ
の
押
し
付
つ
け
合

併
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。 

沼
津
市
は
一
七
四
〇
億
円
か
け
て
Ｊ
Ｒ
沼

津
駅
周
辺
高
架
化
す
る
計
画
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 

こ
の
膨
大
な
財
政
負
担
に
た
え
る
た
め
、
な

ん
と
し
て
も
三
市
三
町
の
合
併
を
実
現
し
、 

 
 
 
 
 

合
併
後
の
税
収
な
ど
で
不
足 

 
 
 
 
 

分
を
賄
う
の
が
狙
い
と
い
え 

よ
う
。
沼
津
市
長
や
県
知
事

が
如
何
な
る
理
由
を
つ
け
よ
う
と
も
、
合
併

に
よ
っ
て
他
人
の
借
金
を
背
負
い
込
む
こ
と

は
ま
っ
ぴ
ら
ご
免
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
背

景
の
あ
る
、
三
市
三
町
の
合
併
に
反
対
す
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま

い
。  

 
 
 

―
川
原
ケ
谷 

大
沼
― 

  

東
部
三
市
三
町
合
併
問
題
に
つ
い
て 

六
月
議
会 

 
 
 

産
廃
不
法
投
棄
疑
惑
の
行
方
！ 

 

三
島
市
は
「
環
境
先
進
都
市
」
を
め
ざ
し

て
い
る
が
、「
グ
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ

場
産
廃
不
法
投
棄
疑
惑
」
に
つ
い
て
は
、
何

故
か
、市
長
の
姿
勢
は
余
り
に
も
腰
の
引
け

た
対
応
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
市
側
の
説
明
で
は
、

平
成
十
八
年
六
月
二
八
日
、あ
る
人
物
か
ら

市
の
窓
口
に
情
報
提
供
が
有
り
、市
長
へ
の

報
告
は
十
月
上
旬
で
あ
っ
た
と
言
う
。し
か

し
、
県
情
報
に
よ
る
と
、
県
に
は
既
に
一
年

四
ケ
月
前
の
、
平
成
十
七
年
二
月
十
四
日 

に
、
こ
の
不
法
投
棄
情
報
が
電
話
で
寄
せ
ら

れ
、
平
成
十
七
年
三
月
七
日
、
県
は
三
島
市

生
活
環
境
課
に
情
報
を
伝
え
た
と
あ
る
。
何

故
か
、
県
情
報
と
の
間
に
は
大
き
な
食
い
違

い
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
埋
土
物
」
も
、
三

月
五
日
の
総
務
委
員
会
で
は
「
ガ
ラ
ス
の
再

生
品
」
と
い
っ
て
い
た
も
の
が
、
今
度
は
「
リ

サ
イ
ク
ル
骨
材
」
に
変
わ
っ
た
。 

 

県
が
「
産
廃
で
は
な
い
」
と
い
う
根
拠
は

「
有
価
物
」だ
か
ら
と
の
判
断
の
よ
う
だ
が
、

こ
れ
は
同
じ
社
長
の
Ｉ
Ｗ
Ｄ
社
か
ら
ゴ
ル
フ 

そ
の
結
果
、
工
事
費
は
三
億
円
弱
で
済

み
、当
初
計
画
よ
り
三
分
の
一
の
金
額
で
完

成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

内
部
は
貸
出
し
部
分
が
、
和
室
三
部
屋
、

研
修
室
四
部
屋
、多
目
的
ホ
ー
ル
、調
理
室
、

実
習
室
、
共
有
部
分
と
し
て
学
習
室
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
子
育
て
交
流
室
、
授
乳
室
、
団
体

交
流
室
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
（
二
台
）、

印
刷
室
、
そ
の
他
住
民
票
、
課
税
証
明
書
等

を
発
行
す
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
等

と
な
っ
て
い
る
。 

当
初
の
中
郷
プ
ラ
ザ
規
模
の
構
想
か
ら 

  

平
成
十
一
年
頃
、
土
地
の
確
保
と
財
政
難

で
計
画
は
一
時
凍
結
さ
れ
た
が
、
平
成
十
四

年
、
地
域
の
要
望
も
あ
り
、
建
設
に
向
け
た

「
懇
話
会
」
が
開
始
さ
れ
、
再
度
、
計
画
が

練
り
直
さ
れ
た
。
そ
ん
な
中
、
平
成
十
六
年

頃
、
森
田
病
院
跡
地
の
利
用
が
具
体
化
さ
れ

た
。森
田
病
院
と
の
交
渉
の
中
で
、土
地
は
、

年
お
よ
そ
千
三
百
万
円
の
借
地
料
、
建
物
は

寄
付
と
い
う
こ
と
で
話
し
が
ま
と
ま
り
、
本

館
部
分
は
森
田
病
院
の
建
物
が
改
装
さ
れ
、

多
目
的
ホ
ー
ル
が
新
た
に
建
て
ら
れ
、
併
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

併
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
結
果
、

図
書
館
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
巡
回

図
書
館
（
ジ
ン
タ
号
）
が
週
何
回
か
来
る
の

で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
話

し
で
あ
っ
た
。 

北
上
プ
ラ
ザ
が
開
館
す
る
の
に
伴
い
、
従

来
の
北
上
公
民
館
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
跡
地

利
用
は
ど
う
な
る
か
、
地
元
で
は
そ
の
成
り

行
き
が
心
配
さ
れ
て
い
た
。 

元
々
、
北
上
公
民
館
の
土
地
は
八
乙
女
神

社
の
土
地
で
、
こ
れ
ま
で
市
は
北
上
公
民
館

の
借
地
料
、
年
額
お
よ
そ
二
七
〇
万
円
を
八

乙
女
神
社
側
に
支
払
っ
て
い
た
。 

 

当
初
、
北
上
公
民
館
は
老
朽
化
し
耐
震
性

も
な
く
、
北
上
プ
ラ
ザ
完
成
後
は
、
解
体
し

更
地
に
戻
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、
地
元
徳
倉

地
区
や
八
乙
女
神
社
の
氏
子
代
表
と
の
話

合
い
の
中
で
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
、
急

遽
、
文
化
財
や
年
金
保
険
レ
セ
プ
ト
の
保
管

場
所
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。 担

当
者
の
話
で
は
、
従
来
の
借
地
料
二
七 

〇
万
円
は
、
駐
車
場
も
含
め
た
も
の
で
、
今

後
は
、
建
物
部
分
だ
け
の
借
地
料
に
な
る
。

し
か
し
ま
だ
、
新
し
い
借
地
料
に
つ
い
て
の

話
は
決
着
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
今
後
、
交
渉

を
進
め
る
と
の
こ
と
。 

 

も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
従
来
、
北
上

公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
団
体
は
七
十
団

体
前
後
と
多
く
、
ひ
し
め
き
状
態
で
あ
る
た

め
、、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
短
時
間
し
か

使
わ
な
い
団
体
は
、
相
互
に
融
通
し
あ
つ
て

時
間
刻
み
の
効
率
の
良
い
利
用
方
法
を
行

っ
て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
、
新
た
に
北
上
文
化
プ
ラ
ザ
と

し
て
開
館
し
た
場
合
、
使
用
時
間
帯
を
午

前
、午
後
、夜
の
時
間
帯
で
区
切
ら
れ
る
と
、

今
ま
で
使
っ
て
い
た
団
体
の
一
部
が
締
め

出
さ
れ
る
の
で
は
、
と
い
う
心
配
の
声
も
聞

こ
え
る
。 

【
当
新
聞
の
郵
送
希
望
者
は
編
集
者
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
購
読
料
一
〇
〇
円
／
月
】 

復刊編集人 堀 考信 
三島市徳倉８１３－３ 
サンヴェール三島506号 

TEL&FAX 055-988-1926 
Mail:yhgdxjp@ybb.ne.jp 

楽寿園南通り 
源平川・源流 
静寂な雰囲気 
珈琲と食事を 

TEL:055-975-0383 

主
張 

 

楽々パソコン教室のご案内 

毎週水曜日、生涯学習センター５Ｆ（パソコン室） 
午後７時～８時半まで、１回1000円、月４千円 

【個別指導対応】 
ワード、エクセル、デジカメ、画像処理、ホーム

ページ作成、ＶＢＡ，ネットワーク、その他 
連絡先：055-986-1301（勝俣） 

６月議会 各議員の発言要旨 

 
月日 順位 発言者 発言要旨

１　持続的な農業振興には抜本的な農地整備を

２　企業誘致と立地用地

１　ドッグランについて

２　市民の素朴な疑問・質問（山車の格納場所についてほか）

１　子育て支援について

２　食育について

３　山田川環境整備事業について

１　子育て支援について

２　スポーツ施設整備と利用について

３　北上文化プラザ利用について

４　高齢者の支援について

１　｢医療制度改革」に伴う市民への影響について

２　市立長伏公園等の整備・充実について

３　「靖国ＤＶＤ」への対応について

１　グランフィールズゴルフ場への産廃投棄疑惑について

２　９月北上文化プラザ開館について

１　ペットの登録について

２　楽寿園などの公園遊具等の点検と運営について

１　県営担い手育成基盤整備事業について

２　松毛川の環境整備について

３　特色ある食育推進の取り組みについて

１　三島市障害福祉計画について

２　「天神原跨線橋」について

１　中心市街地のにぎわいづくりについて

２　『三島夏まつり』をさらににぎやかに

３　野球の公式グラウンド整備について

１　子育て支援について

２　子どもの安全について

１　三島市障害者計画について

２　発達障害に関して（療育相談体制と特別支援教育について）

１　地域に根ざした高齢者福祉の拡充について

２　三つ子の魂百まで！～幼児教育の推進について～

１　遊休農地対策と三島ブランドづくりについて

２　三島市が目指す食育先進都市への取り組みについて

１　三島社会保険病院の存続をめぐる現状について

２　子どもの医療費を小学校卒業まで無料化して子育て応援の市政を

３　入札制度改善の取り組み状況と今後の課題について

１　恒久水源確保の現状

２　三島駅北口整備の課題

３　高齢者福祉

４　スポーツ（伊豆マラソン）と地域活性化

１　子育て支援について

２　地域のバリアフリーについて

３　「消えた年金」について

１　三島市健康都市づくり推進プロジェクトについて

２　合併！政令市に向けた取り組みについて

6月26日
(火）

16 志村
肇

17 石田
美代子

18 石渡
光一

6月25日
(月)

13 川原
章寛

14 佐藤
晴

15 金子
正毅

6月22日
(金)

9 栗原
一郎

10 大房
正治

11
鈴木
文子

12
碓井
宏政

6月21日
（木）

5 下山
一美

6 堀
考信

7 松田
吉嗣

8 瀬川
元治

6月20日
（水）

1 細井
要

2 弓場
重明

3 金澤
征子

4 甲斐
幸博

場
の
㈱
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
へ
「
産
廃
ら
し
き
物
」

が
売
買
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
市
長
は
「
有
価
物
」
の
判

断
で
は
無
い
と
い
い
、担
当
部
局
と
食
い

違
う
見
解
を
示
し
た
。 

更
に
、土
地
を
掘
り
返
し
て
調
べ
て
見

な
い
と
、
実
際
、
何
が
埋
め
ら
れ
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
と
質
す
と
、弁
護
士
に
も

相
談
し
た
が
、ゴ
ル
フ
場
業
者
の
同
意
が

無
け
れ
ば
出
来
な
い
と
、逃
げ
口
上
に
終

わ
っ
た
。 

昨
年
、
十
月
二
六
日
、
廃
棄
物
現
地
調

査
を
行
っ
た
が
、重
金
属
類
や
ヒ
素
な
ど

の
有
害
物
は
基
準
値
以
上
出
な
か
っ
た

事
を
あ
げ
、告
発
者
と
ゴ
ル
フ
場
側
の
告

発
合
戦
が
行
わ
れ
て
お
り
、現
段
階
で
は

捜
査
当
局
の
判
断
を
待
つ
と
の
、他
人
事

の
姿
勢
が
目
立
つ
答
弁
に
終
始
し
た
。 

し
か
し
、
答
弁
と
は
裏
腹
に
、
調
査
結

果
を
詳
細
に
調
べ
る
と
、基
準
値
は
超
え

て
い
な
い
も
の
の
、
鉛
、
ヒ
素
、
亜
鉛
等

の
含
有
物
が
認
め
ら
れ
、
今
後
、
土
壌
、

水
質
汚
染
の
懸
念
も
考
え
ら
れ
、敷
地
内

の
池
の
Ｐ
Ｈ
は
、異
常
に
高
い
十
二
に
近

い
ア
ル
カ
リ
性
を
示
し
て
い
る
。 

ゴ
ル
フ
場
の
顧
問
、理
事
の
面
々
に
は

首
相
経
験
者
や
元
大
臣
等
の
大
物
政
治

家
が
名
を
連
ね
、県
も
市
も
、そ
の
影
で
、

腰
が
引
け
て
い
る
の
か
、疑
い
た
く
な
る

答
弁
で
あ
っ
た
。 
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